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平成２６年７月 定例委員会々議録 

 

１ 日  時   平成２６年７月３１日（木） 午前９時３０分～ 

 

２ 開催場所   総合文化センター 小ホール 

 

３ 出席委員の氏名 

   委 員 長   齋 藤 和 夫   委員長職務代理者  黒 川 優 子    

委    員   山 崎 克 弥   委   員  中 野 信 男 

委   員   秦   久美子   教 育 長  上 原 洋 一 

  

４ 欠席委員の氏名     なし 

 

５ 説明のため出席した職員 

  教 育 次 長   金 子 彰 男   学校教育課長  山 田 公 一 

子育て支援課長  伊 藤 謙 治    社会教育課長  堀   克 彦 

          指 導 主 事  佐 藤 浩 一・尾 崎  誠     

              

６ 本委員会書記 

  学校教育課  猪股 加代子 

 

７ 傍聴人 

     ３名 

 

８ 会議に付議した事件 

諸報告 

   （1）行事報告及び行事予定 

   （2）教育長報告 

   （3）寄付報告 

（4）共催・後援の教育長専決報告 

    

 協議題 

   （1）新規後援申請 

（2）子ども夢づくり支援事業補助金交付申請について（燕北中学校） 

     【ロボコン燕北中 立ち上がれチーム北中！ めざせ県大会！】 
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 議 案 

  議案第 46 号 平成２７年度使用中学校教科用図書の採択について 

   

   

 そ の 他 

（1） 燕市西部学校給食センター調理配送等業務委託について 

 

 

会議録     別紙のとおり  
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１．開 会 宣 言     午前９時３０分 

 

２．会議録署名委員の指名  山 崎 克 弥 委 員 

 

３．諸報告 

（1）行事報告及び行事予定について 

  《各課長が報告》 

 

（２）教育長報告 

１ はじめに 

○ 夏まつりは初日の 19 日、雨天による飛燕祭りのパレード中止等があった他

は燕っ子たちが参加し、演奏やダンス等で練習の成果を披露してくれた。 

○ ダンディ村使節団（生徒 5人、引率 1人）が 7月 19 日～29 日の間、燕市に

滞在し、市長訪問、学校訪問、体験活動を行った。 

 

２ 高校訪問（三条高校 7月 7日、燕中等教育学校 7 月 10 日） 

○ 三条高校へは教育委員会 6 人、小中学校 10 人の計 16 人で訪問した。授業

参観では積極的な姿勢で授業に臨む生徒たちが印象的だった。 

○ 平沢校長から、目指す学校像をはじめとする学校経営方針の説明があり、

山本教頭からは学習指導、部活動、進路状況の説明があった。 

○ 参加者からの主な質問は、服装等生徒指導上の諸問題、進路指導の重要性、

家庭学習への取り組ませ方、授業力向上のための取組や生徒による授業アン

ケートの実施など。 

○ 燕中等教育学校へは教育委員会 8 人、小中学校教員 18 人の計 26 人で訪問

した。 

 

３ 平成 26 年度新潟県市町村教育委員会連合会定期総会研修会（7月 17 日於：

小千谷市） 

○ 斎藤委員長、黒川委員及び事務局 2名で参加した。 

○ 研修会では、文科省の行政説明と小千谷市の取組が２つ発表された。 

○ 文科省初等中等教育局の藤原章夫初等中等教育企画課長からは、地方行法

の一部改正による教育委員会制度の概要について説明があった。そのうち、

各地方公共団体ごとに設置する「総合教育会議」の事務局は首長部局が担う

ことが基本だが、教育委員会に事務委任することも可能との見解を示した。 

○ 小千谷市の取組の１つは「おぢやっ子教育プラン」におけるＰＴＡの取組。

東小千谷中学校と中学校区内の小学校 2 校の連携した取組として生活習慣強
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調週間、あいさつ運動、家庭学習強調週間等を実施。 

○ もう１つは、「地域の学校・地域が学校～伝統の牛の角突きとＩＣＴ活用～」。

牛の世話や角突きへの参加を通して自然や文化・伝統と積極的にかかわり、

郷土愛・思いやりの心を育む。全校児童 15 人がタブレットを持ちＩＣＴ教育

を推進。 

○ 情報交換では、土曜授業の県内の実施状況について、現在、土曜授業（教

育課程内の授業を実施し、児童生徒の代休日を設けない）を実施している市

町村はなかった。 

 

● 福島の子どもたち 8 月 1 日付 

○ 小学生は 1人減の 14 人（燕東小 3人、燕西小 1人、燕北小 6人、吉田南小

3 人、分水小 1 人）、中学生は 1 人増の 6 人（燕中 1 人、吉田中 4人、分水中

1人） 

○ 幼稚園、保育園は 1人減の 3人が通園する（燕北幼稚園 1人、三方崎 0人、

きららおひさま 2人） 

 

（2）教育長報告  

〈上原洋一教育長が報告〉 

 

 (3) 寄附報告 

《堀社会教育課長が２件、山田学校教育課長が１件の寄附について報告》 

 

  (4) 共催・後援の教育長専決報告 

《山田学校教育課長が５件の継続後援申請について報告》 

   

４．協議題 

（1）新規後援申請について 

《山田学校教育課長が２件の新規後援申請について説明》 

 

 審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

（2）子ども夢づくり支援事業補助金交付申請について（燕北中学校） 

   【ロボコン燕北中 立ち上がれチーム北中！ めざせ県大会！】 

 

審議の結果、全員異議なく承認された。 
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５ 議  案 

 議案第 46 号 平成 27 年度使用中学校教科用図書の採択について 

  

《佐藤統括指導主事が説明》 

 

審議の結果、全員異議なく承認された。 

 

６．そ の 他 

(1)燕市西部学校給食センター調理配送等業務委託について 

 

《山田学校教育課長が報告》 

 

〇委員（黒川 優子） 

 献立は、栄養士が作成することになると思われるが、米飯給食 100％となる予

定はあるのか。 

 

○学校教育課長（山田 公一） 

 今までと変更する予定はないので、100％米飯は考えていない。 

 

○委員長（齋藤 和夫） 

 献立を考える時には、燕の栄養士も一緒に検討するのか。 

 

○学校教育課長（山田 公一） 

 献立については、県からの派遣栄養士が作成する予定である。米飯 100％は、

現在、まだ検討されていない。 

 

 

７．閉   会    午前１０時３０分 
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   委 員 長        齋 藤 和 夫    

 

 

 

 

   会議録署名委員                     

 

 

 

 

 

   会議録調整者                      

 

 

 

 

 

 

 

 


